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⑤文章からキーワードを見つけること

読むこと領域
論理の展開や場面の設定の仕方をとΒえてʮ読むʯこと

３７

ʹ関͢るつまͣき解消ʹ向けた系統的ͳ取組

宝塚市立南ひばΓガ丘中学校の実践

論理の展開の仕方を意図的に読み取Γ、内容の理解に役立ͯ
よう第3学年

例示の配列を推論すΔこͱͰ文章展開の効果を考えよう第2学年

論説文を再構成し、本文の要旨をつかもう第1学年
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書͖手ͷͷͷ見方や考え方を伝えΔた
Ίͷɺ理論ͷ展開ͷ意図を読Έ取Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ͳいɻ

文章ͷ論理ͷ展開ͷ仕方をͱΒえɺ内容
ͷ理解ʹ役立ͯΔ͜ͱɻ

叙述ͷ順序͕書͖手ͷ考えʹͲͷΑうͳ
説得力をたΒͯ͠いΔͷ͔を考えͳ͕
Β読Ή͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

文章全体ͱ部分ͷ関係ɺ例示ͷ効果を考
えɺ内容ͷ理解ʹ役立ͯΔ͜ͱɻ

段落͝ͱͷ内容や段落相互ͷ関係を考え
ͯ読Ή͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

目的や必要ʹ応ͯ͡要約͠たΓ要旨をͱ
ΒえたΓ͢Δ͜ͱɻ

ᶃ論説文を根拠に基ͮき再構成さͤΔこͱͰɺ段落相互の
関係を考えさͤΔɻ
→バラバラʹ提示͞Εた段落をʮ序論ʯʮ本論ʯʮ結論ʯͱ再構成͠ɺグ
ループͰ根拠ͱͳΔ仮説を立ͯΔ͜ͱʹΑΓɺ接続詞やキーワードʹ注
目͠たΓɺ段落相互ͷ関係を考えΒΕΔΑうʹͳΔɻ

ᶄ例示の配列を考えΔこͱͰ文章展開の効果を考えさͤΔɻ
→例示ͷ配列筆者ͷ論理ͷ展開ͷ意図ʹ直接ͭͳ͕Δ部分ͰあΔɻ根拠
をͬͯそͷ配列を考え͞せΔ͜ͱʹΑΓɺ筆者ͷ意図を推測͢Δ態度
͕身ʹ付くɻ

ᶅʮ本論ʯかΒʮ結論ʯの展開を意図的に読Έ取Γɺ内容
の理解に役立ͯΔɻ
→ʮ本論ʯ͔Βʮ結論ʯͷ展開を考え推測͠発表͠合う͜ͱͰɺ互いͷ仮
説を比べΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ筆者ͷ論理ͷ展開ͷ仕方や効果を内容ͷ理解ʹ
役立ͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ͭ·ͣき解消に向けた取組の視点
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読むこと①
第1学年

論説文を再構成し、本文の要旨をつかもう

・順序の根拠ΛグループͰ交流͠ɺ仮説Λ立ͯͯいく中ͰɺΩーワードʹ注目͢Δこͱɺ段落相
互の関係Λ考えΒΕΔΑうʹͳΔɻ

・習ͬた形式Ͱ作文Λ書͔せΔこͱʹΑΓɺ筆者の意図ʹ近付͖論説文の構成Λ学ͼɺ読解力Λ身
ʹ付けΔɻ

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めていͳいためʹ要旨͕つ͔
めͳい。

わ͔Γやすく伝えΔ
ʰペンΪンの防寒具ʱ三省堂

目標ɹ 段落相互の関係Λ考えͯ読Ήこͱɻ
内容ɹ・ʮ本論ʯ→ʮ結論ʯ→ʮ序論ʯの順序ʹ本文Λ提示͠ɺ本文Λ再構成͢Δɻ
ɹɹɹ・順序の根拠ΛグループͰ交流させɺ1ͭ の仮説Λ立ͯΔɻ
ɹɹɹ・本来の本文の順序Λ提示͠ɺ筆者の考えΛグループͰ推論͢Δɻ
ɹɹɹ・学習͠た説明文の形式Λ使ͬͯ作文Λ書くɻ

単元名

ᶃ
一
つ
ͷ
賞
状
ア
ル
バ
ム

問　
次
の
文
章
を
段
落
の
内
容
を
考

え
ỏ
並
べ
な
さ
い
Ố

ᶄ
賞
状

う
Ε
し
さ
を
思
い
出
さ
せ

て
く
Ε
Δ
Ố

ᶅ
他
人
か
ら
見
ͨ
ら
紙
切
Ε
ͩ
け

Ͳ
ỏ僕
ʹ
ͱ
っ
て

大
切
ͳ
も
ͷ
Ố

出
典
ủ
自
分
ͩ
け
ͷ
宝
物
Ứ

ᶄᶅᶃの順序Ͱ並べΔͱいいΜ
͡Όͳいの？
順序ͳΜͯ関係あΔ？
小学校の時ʹͬたこͱあΔけ
Ͳɺあ·Γ覚えͯͳいͳあɻ

閣

閣

閣

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めていͳいためʹ要
旨͕つ͔めͳい。

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力ΛたΒͯ͠
いΔの͔Λ考えͳ͕Β読Ήこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

書͖手ののの見方考え方Λ伝えΔたΊのɺ論理の展開の
意図Λ読Έ取Δこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つまず͖の実態

わ͔Γやすく伝えΔ

分析的ʹ考えΔ

学ͼの扉ΛͻΒく

学習内容ʢ単元名ʣ

第1学年

第2学年

第3学年
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段落の順序を変えた文章を提示しɺ正しい順序の根拠を考えɺグループͰ交流させるɻ
活動ͷͶらい▶・キーワードɺ段落相互ͷ関係を手立ͯʹ構成を考えΔɻ

本文の順序の根拠をグループͰ交流しɺ正しい順序ʹͭいͯ仮説を考えさせΔこͱʹΑΓɺ段落相互の関
係を深く読Έ取ろうͱすΔ態度͕身ʹ付くɻ·たɺ相互の関係を読Έ取Δͱ͖ʹɺキーワードを根拠ͱし
ͯ仮説を立ͯͯいくのͰɺ論理的ͳ読Έʹ近ͮくɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
・グループͰ考えを比較ͨ͠ΓまͱΊͨ
Γ͢Δ͜ͱを通ͯ͠ɺ根拠͕整理͞Ε
Δɻ
・自分達Ͱ構成ͷ配列を考えͨ後ʹ本文
ͷ学習を行う͜ͱͰɺ課題解決ʹ向け
ͨ見通͠をつ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ主体的ͳ
学びʹつͳ͕Δɻ

構成順序についての検討
順序を表͢言葉を手͕͔Γ
ʹ͢Δͱわ͔Γ͢いͧɻ

習った説明文の形式を使っͯ作文を書かせるɻ
活動ͷͶらい▶・筆者ͷͷͷ見方ͱΒえ方ͷ追体験を通ͯ͠ɺ論理的ͳ文章ͷ構成を理解͠ɺ読解力を高Ί

Δɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
筆者ͷ論理ͷ展開を模倣͢Δ͜ͱʹΑ
Γɺ段落͝ͱͷ内容段落相互ͷ関係を
ΑΓ深く考えΒΕΔΑうʹͳΔɻ

本論Ͱɺ͜ͷ段落話ͷ展
開をͯ͠いΔ内容ʹͳΔͳɻ

͜ͷ文͕ɺ筆者ͷ一番言
いͨい͜ͱͷͣɻͱい
う͜ͱɺ͕͜͜結論
͡Όͳい͔ͳɻ

筆者の論理の展開を模倣しͯ生活作文を書͔せΔこͱʹΑΓɺ筆者の工夫ɺのの見方やͱΒえ方
を知Δこͱʹͭͳ͕Δɻそうしͯ追体験させͯいくこͱͰɺ筆者の意図ʹ気付͖ɺ読解力を高ΊΔ
こͱ͕Ͱ͖Δɻ

　
ừ
作
文
ϝ
Ϟ
Ử

題
名
ủ
山
登
Γ
の
達
成
感
Ứ

序
論　
　
う
Ε
͠
さ
の
͠
く
み　

本
論
1　
仲
間
と
の
絆

本
論
2　
自
分
ʹ
対
͢
Δ
自
信

本
論
3　
頂
上
の
景
色

結
論　
　
・
仲
間
と
の
絆　

　
　
　
　
・
自
信

　
　
　
　
・
壮
大
ͳ
景
色

を
味
わ
う
こ
と
ʹ
よ
っ
て
達
成
感
を
感

͡
て
い
Δ
。

説明文の形式を活用した作文ϝϞ
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読むこと①
第2学年

例示の配列を推論するこͱͰ文章展開の効果を考えよう

・ʮ個人ʯͰ根拠をちɺʮグループʯͰ意見を比べͯ推論͢Δͱいう順序Ͱ活動͢ΔこͱͰɺ筆者
の論理の展開意図を考えΒΕΔΑうʹͳΔɻ

・ʮ例示ʯの配列を意識ͯ͠作文を書くこͱʹΑΓɺ例示͕主張を支えΔ大͖ͳ根拠ʹͳͬͯいΔͱ
気付くこͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳΔɻ

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力をもたΒしͯいるの͔
を考えͳ͕Β読むこͱ͕Ͱ͖ͳい。

分析的ʹ考える
ʰ動物園ͰͰ͖Δこͱʱ三省堂

目標ɹʮ本論ʯͰ書͔ΕͯあΔ例示ʹͭいͯ考えɺ自分ͳΓの根拠をͭɻ
内容ɹ・ʮ本論ʯの例示を別々ʹ提示͠ɺ根拠をͱʹ配列を考えΔɻʢ個人Ͱʣ
ɹɹɹ・グループͰ意見を交流͢ΔこͱͰ筆者の論理の展開を推論͠ɺ仮説を立ͯΔɻ
ɹɹɹ・筆者の配列を知Γɺ自分たちの仮説ͱ比較͢Δɻ
ɹɹɹ・学習͠た説明文の形式を使ͬͯ作文を書くɻ

単元名

本論の具体例の順番͕何
͔ʹ関係あΔの？
筆者͕思いͭいた順番
͡Όͳいの？

問　
水
田
を
土
Ͱ
作
る
長
所
ʹ
つ
い
ͯ

ͳ
ͥ
ͦ
ͷ
順
番
Ͱ
筆
者

配
列
を

考
え
た
ͷ
か
。
自
分
ͷ
考
え
を
答

え
ͳ
さ
い
。

ᶃ 
連
作
障
害
を
防
͙

ᶄ 
災
害
を
防
͙

ᶅ 
水
資
源
の
確
保

ủ
水
田
の
し
͘
み
を
探
Δ
Ứ
岡
崎
稔
よ
Γ

閣

閣

閣

文章の構成段落相互の関係を考えͯ読ΊͯいͳいたΊʹ要
旨͕͔ͭΊͳいɻ

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力をもたΒしͯ
いるの͔を考えͳ͕Β読むこͱ͕Ͱ͖ͳい。

書͖手ののの見方考え方を伝えΔたΊのɺ論理の展開の
意図を読み取Δこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つまず͖の実態

わ͔Γ͢く伝えΔ

分析的ʹ考える

学ͼの扉をͻΒく

学習内容ʢ単元名ʣ

第1学年

第2学年

第3学年
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ʮ本論ʯの例示を別々ʹ提示しɺグループͰ意見を交流しͳ͕ら筆者の論理の展開を推論しɺ正し
い配列ʹついͯ根拠をもͱʹ仮説を立ͯさせるɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
個人の意見を比較ͨ͠Γ·ͱΊͨΓ͢Δ
こͱʹΑΓɺ論理の展開を推論͢Δこͱ
͕Ͱ͖Δɻ·ͨɺ内容・形式ͱʹ注目
͢ΔこͱͰɺ前後の段落͔Β根拠を見ͭ
け出͢姿勢͕生·ΕΔɻ

教科書Ͱ学習した説明文の形式を用いͯ作文を書͔せるɻ
活動ͷͶらい▶・筆者の論理の展開を模倣͢ΔこͱʹΑΓɺ筆者ののの見方やͱΒえ方の追体験を͢Δɻ

筆者ͷ論理ͷ展開を模倣し生活作文を書くこͱʹよΓɺ筆者ͷ見方や意図を知Δこͱʹͭͳ͕Δɻ今回
特ʹʮ本論ʯͷ例示ͷ配列ʹ意識をさせΔこͱͰɺ例示͕筆者ͷ主張を支えΔ大͖ͳ根拠ʹͳͬͯいΔこ
ͱʹ気付͔せΔɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
ʮ本論ʯの例示を配列͢Δこ
ͱʹΑΓɺͲのΑうͳ説得
力をͨΒͯ͠いΔの͔検
討͢Δɻ同͡例示Ͱ並べ
方ʹΑͬͯ効果͕変わΔこ
ͱを体験Ͱ͖Δɻ

活動ͷͶらい▶・ͦΕͧΕの根拠を出͠合いɺ比較ͨ͠Γ·ͱΊͨΓͯ͠いく中Ͱ論理的ͳ読Έを深ΊΔɻ

個人ͷ意見ʢパーツʣをグループͰ集めɺ比較したΓまͱめたΓしͯいくこͱ͕ɺ筆者ͷ論理ͷ展開を推
論すΔこͱʹͭͳ͕ΔɻここͰし͔ͬΓͱ仮説を立͓ͯͯくこͱͰɺ次ͷ段階Ͱ筆者ͷ意図を考えΔ大͖
ͳ手立ͯʹͳΔɻ

論理の展開を推論すΔ
ʮ野生生物の魅力を引͖出ͨ͠
いʯͱいう筆者の思いʹ照Β͠
合わせͯ3ͭ の例示を比較ͯ͠
ΈΔͱ…ɻ

　
ừ
作
文
ϝ
Ϟ
Ử

題
名　
ủ
私
ͳ
Γ
の
支
え
合
い
Ứ

　
序
論　
　
私
ʹ
Ͱ
͖
Δ
こ
ͱ

　
　
　
　
　
　
 
↓

　
　
　
　
　
支
え
合
い

　
ớ
Ͳ
の
よ
う
ʹ
し
ͯ
Ͱ
͖
Δ
の
͔
Ờ

　
本
論
1　
少
し
の
こ
ͱ
Ͱ
も
傷
つ
͖
や
す
い

人

　
本
論
2　
無
意
識
ʹ
人
を
傷
つ
け
ͯ
し
·
う

人

　
本
論
3　
あ
·
Γ
人
ʹ
踏
Έ
込
·
Ε
た
く
ͳ

い
人

　
　
　
　
　
　
↓

相
手
を
受
け
入
Ε
ỏ
仲
良
く
ͳ
Δ

　
結
論　
　
相
手
ͱ
向
͖
合
う
こ
ͱ
Ͱ
ỏ
互
い

ʹ
支
え
合
う
こ
ͱ
͕
可
能
ʹ
ͳ

Δ
Ố

作文ϝϞ
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読むこと①
第3学年

論理の展開の仕方を意図的に読み取り、内容の理解に役立てよう

・ʮ本論ʯ͔Βʮ結論ʯの展開Λ考え仮説Λ立ͯɺ発表͢ΔこͱͰɺ自分ͱ友達の考えΛ比較͠内容
の理解͕深·ΔΑうʹͳΔɻ

・筆者の論理の展開Λ模倣͢ΔこͱͰɺ論理の展開Λ意図的ʹ読Έ取ΕΔΑうʹͳΔɻ

書͖手ののの見方や考え方を伝えるたΊのɺ論理の展開の意図を読
Έ取るこͱ͕Ͱ͖ないɻ

学ͼの扉をͻらく
ʰ間の文化ʱ三省堂

目標ɹ文章の構成展開ΛͱΒえɺ内容の理解͕Ͱ͖ΔΑうʹ͢Δɻ
内容ɹ・ʮ本論ʯの例示ͩけΛ提示͠ɺ例示͔Βʮ結論ʯΛ推測͢Δɻ
ɹɹɹ・ʮ本論ʯ→ʮ結論ʯの展開Λ考えɺ仮説Λ個人Ͱ立ͯ発表͢Δɻ
ɹɹɹ・筆者の論理の展開ͱグループの仮説Λ比較検討͢Δɻ
ɹɹɹ・学習ͨ͠説明文の形式Λ使ͬͯ作文Λ書くɻ

単元名

平
成
二
十
八
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
国
語
A
6

こ
の
文
章
ʹ
つ
い
ͯ
説
明
し
た
も
の
ͱ
し
ͯ

最
も
適
切
ͳ
も
の
を
ỏ
次
の
1
か
ら
4
ま
Ͱ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
ͳ
さ
い
Ố

　
自
然
界
ʹ

優
Ε
た
ủ
包
装
Ứ
͕
た
く

さ
Μ
あ
Γ
·
す
Ốớ

中
略
Ờ

　
商
品
ͷ
包
装
ʹ

ỏ
中
身
ͷ
品
質
Λ
守

Δ
役
割
ͱ
ͱ
も
ʹ
ỏ
様
々
ͳ
優
Ε
た
機
能

Λ
持
た
せ
Α
う
ͱ
い
う
工
夫
͕
ͳ
さ
Ε
ͯ

い
·
す
Ố
品
質
ͷ
保
護
性
ͱ
同
時
ʹ
ỏ
使

い
や
す
い
簡
便
性
や
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
ͷ

快
適
性
ͳ
Ͳ
͕
こ
Ε
ʹ
相
当
し
·
す
Ố
生

物
͕
持
っ
ͯ
い
Δ
様
々
ͳ
優
Ε
た
機
能


ỏ
新
し
い
包
装
ͷ
手
本
ʹ
ͳ
Δ
も
ͷ
͕

含
·
Ε
ͯ
͓
Γ
ỏ
こ
Ε
Β
Λ
参
考
ʹ
優
Ε

た
新
し
い
機
能
Λ
持
っ
た
包
材
͕
開
発
Ͱ

͖
Δ
͔
も
し
Ε
·
せ
Μ
Ố

1　
生
物
ͷ
卵
や
種
ͷ
成
長
Λ
ỏ
開
発
ͷ

仕
組
Έ
ͱ
い
う
観
点
Ͱ
ͱ
Β
え
ͯ
い

Δ
Ố 

ớ　
・０
％
Ờ

１⚖

2　
生
物
ͷ
卵
や
種
ͷ
栄
養
Λ
ỏ
商
品
ͷ

品
質
ͱ
い
う
観
点
Ͱ
ͱ
Β
え
ͯ
い

Δ
Ố 

ớ
⚙・⚘
％
Ờ

3　
生
物
ͷ
卵
や
種
ͷ
包
Έ
方
ͷ
違
い

Λ
ỏ
人
間
ͷ
呼
吸
ͱ
い
う
観
点
Ͱ
ͱ

Β
え
ͯ
い
Δ
Ố 

ớ
５・⚘
％
Ờ

4　
生
物
ͷ
卵
や
種
ͷ
仕
組
Έ
Λ
ỏ
人
間

͕
行
う
包
装
ͱ
い
う
観
点
Ͱ
ͱ
Β
え

ͯ
い
Δ
Ố 

ớ　
・⚙
％
Ờ

⚖⚗

最後の行ʹ
ʮ開発ʯͱあΔ
のͰɺʮ開発ʯ
ͱいう観点Ͱ
ͱΒえͯいΔ
Μ͡Όͳい͔
ͳ？

閣

閣

閣

文章の構成段落相互の関係Λ考えͯ読ΊͯいͳいͨΊʹ要
旨͕͔ͭΊͳいɻ

叙述の順序͕書͖手の考えʹͲのΑうͳ説得力ΛͨΒͯ͠
いΔの͔Λ考えͳ͕Β読Ήこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

書͖手ののの見方や考え方を伝えるたΊのɺ論理の展開の
意図を読み取るこͱ͕Ͱ͖ないɻ

つ·ず͖の実態

わ͔Γ͢く伝えΔ

分析的ʹ考えΔ

学ͼの扉をͻらく

学習内容ʢ単元名ʣ

第1学年

第2学年

第3学年
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ʮ本論ʯの例示のみを提示しɺそこからʮ結論ʯの内容を推測しɺ仮説を立て発表させるɻ
活動ͷͶらい▶・友達ͷ仮説ͱ比べΔこͱͰɺ整合性ͷͱΕた展開Λ考えΔ力Λ身ʹ付けΔɻ

2年時ʹ学習した例示ͷ配列ͷ方法を想起さͤɺʮ本論ʯ͔Βʮ結論ʯͷ内容を推測さͤΔɻʮ結論ʯ多
種多様ʹ出ͯくΔ͕ɺʮ序論ʯͱͷ整合性も考えͳけΕͳΒͣɺ論理ͷ展開を意識しͯʮ結論ʯを考え
Δ姿勢を身ʹ付けͯいくこͱʹつͳ͕Δɻ

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣ
ʮ序論ʯ－ʮ本論ʯͱ整合
性͕あΔʮ結論ʯʹͳͬ
ͯいΔ͔Λ意識的ʹ考え
友達ͷ発表Λ聞くこͱ
Ͱɺ論理ͷ展開Λ考えΔ
力͕身ʹ付くɻ

結論を推測すΔ

筆者の論理の展開を模倣し生活作文を書かせるɻ
活動ͷͶらい▶・筆者ͷ論理ͷ展開Λ模倣͢ΔこͱʹΑΓɺ筆者ͷͷͷ見方ͱΒえ方ͷ追体験Λ͢Δɻ

・ʮ本論ʯ͔Βʮ結論ʯͷ展開を意識しͯ書くこͱͰɺ文章͕論理的ʹわ͔Γや͢くͳΔこͱを理解͢Δɻ
・良い作品を全体Ͱ交流͢ΔこͱʹΑΓɺさΒʹ論理ͷ展開ͷ意図を読み取Ζうͱ͢Δ態度͕身ʹ付くɻ

空間的ͳ間ɺ時間的ͳ間ɺ心
理的ͳ間ʹͭいͯ比較ͯ͠ɺ
共通͢Δこͱ͕結論ʹͭͳ
͕ͬͯいΔͱいうこͱ͔ɻ日本文化ͱ西洋文化Λ比較ͯ͠

見え͖ͯたこͱ͕ɺ結論ʹͳΔ
Μ͡Όͳい͔ͳɻ
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文武両道ͱいう
·ͱΊ方͔？

ʢ期待さΕΔ生徒の姿ʣͷͷ見方考え方Λ伝えΔたΊʹɺ論理ͷ展開ʹͲͷΑうͳ意図͕あΔͷ͔Λɺ読Έ取ΕΔ
ΑうʹͳΔɻ

結論ʮ貢献ʯͶ
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